（記載例）

部外秘（整理番号No.　　　）※事務局記入欄
　ものづくり基金　新製品・新サービス開発　申請書　
１．応募企業情報　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○幹事企業
	フリガナ
	　カブシキカイシャ　　　○○○○

	企業名
	　株式会社　　　　　○○○○

	代表者役職・氏名
	　代表取締役・　○○　○○

	所在地
	〒050-0083
室蘭市東町２丁目２４番１３号

	資本金
	3,000万円
	従業員数
	30名（正社員：　20名）

	URL
	～～～～～～～～～～～～～～～

	年間売上高
	10,000万円

	主な事業内容
	精密機械加工・産業機械製作

	主な製品
	精密○○△　　○●◎

	主要設備
	5軸マシニングセンタ3台
ＮＣ複合旋盤4台　

放電ワイヤー加工機　等

	各種資格取得状況
	認証取得：ＩＳＯ９００１・１４００１

従業員資格取得状況：
●●●技術師2級

△△△技術師3級

	担当者役職・氏名
	総務部長・○○　○○

	TEL
	～～～～～～～～
	FAX
	～～～～～～～～

	E-mail
	～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

	
	


○連携先法人
	フリガナ
	　ユウゲンカイシャ　　　○○○○

	法人名
	有限会社　　　　　○○○○

	代表者役職・氏名
	　代表取締役・　○○　○○

	所在地
	〒050-0083
室蘭市東町２丁目２４番１３号

	資本金
	300万円
	従業員数
	10名（正社員：　10名）

	URL
	～～～～～～～～～～～～～～～

	年間売上高
	5,000万円

	主な事業内容
	溶接・検査業

	主な製品
	○○△溶接　　○●◎検査

	主要設備
	溶接ロボット2台

レーザー溶接機
□□測定器　等

	各種資格取得状況
	認証取得：ＩＳＯ９００１
従業員資格取得状況：

●●●技術師2級

△△△技術師3級

	担当者役職・氏名
	代表取締役・○○　○○

	TEL
	～～～～～～～～
	FAX
	～～～～～～～～

	E-mail
	～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～


※連携先法人が大学等の学校法人である場合、研究室名と担当教官名を記入願います。
２．応募企業概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	企業概要
	【幹事企業】

当社は、平成元年に創業し、精密機械加工と産業機械製作を主として、事業を行っている。
大手製造業者からの受注を主体に稼働しており、地元の中小製造業からも受注を有している。

主な製造物は、自動車向けの機械部品製造であり、機械のメンテナンスにも手掛ける。
【連携先法人】

当社は、昭和50年に創業し、溶接と検査を主として、事業を行っている。

地場の中小企業からの受注を主体に稼働しているが、技術力が認められ大手メーカーである○○からの受注も有している。

また、検査機器において、室蘭では唯一となる□□測定器を有しており、他社からの依頼が増加傾向にある。

	保有技術、
特徴ある製品

加工経験等
	【幹事企業】

□　○○等の難削材の加工技術、経験がある
　・小ロット短納期に対応可能

　・材質は、プラスチック、金属（アルミ、鉄、ステンレス）に対応

　・○○加工（△△0.12～2.0　外径200以下　ピッチ5.0以下）

□5軸マシニングセンタによる○○加工
　・特殊形状や極小ギアなど、あらゆる形状の○○加工が可能

　・成形品により近い形状での試作加工が可能

□　ＣＡＤデータを活用してデータ作成などができる

（○○などの計画・製作ができる）
□　その他、下記の加工技術、経験がある
（内容）△△△

【連携先法人】
□レーザー溶接機による組立加工

　・ネジを使用しない組立が可能

　・○○の組立、分割困難な形状に有効

□□□測定器による高精度な検査

　・地場で唯一保有している□□測定器を用いた検査が可能であ　

　　る

□　その他、下記の加工技術、経験がある
（内容）△△△



	事業のテーマ名

（30字程度で記入。）
	室蘭ものづくり企業の連携による水素燃料自動車部品の開発事業

	新商品・新サービス

の開発目的
	今般、大手自動車メーカーより、水素を燃料に使用する自動車の開発があり、その自動車向けの部品●●の開発について、幹事企業へ打診があったものである。
その内容について、検討したところ、幹事企業のみの技術では対応が難しいことが判明し、当該技術を有する連携企業へ打診し、2社連携して開発をすることとなった。


	新商品・新サービス

の開発内容
	大手自動車メーカー水素燃料自動車向けの●●の開発

●●は、自動車のエンジンの一部に使われる部品である。

参考画像




	新商品・新サービス
の開発体制

（連携体の役割

分担を明記）
	　幹事企業～設計、切削加工を担当

　

　連携先法人～溶接、検査を担当

　

	新商品・新サービス
の開発スケジュール
	7月
8月
9月
10月
11月
設計

試作品

製作

実績把握



	新商品・新サービス

の実現可能性および効果
（想定しているユーザー、マーケットや地域経済に与える波及効果等について記載）
	幹事企業の大手製造業からの受注で培った高度な設計、切削加工技術と、大手メーカーへの納品実績のある連携企業の溶接、検査技術にて、当該新製品の開発は充分に可能なものと思料する。

本事業にて、大手自動車メーカーの部品を開発することにて、当該部品の量産に繋がり、売上の増強及び雇用の増加にも繋げることが可能である。

また、室蘭地区の製造業に高度な技術を保有していることについて、外部企業へのＰＲにもなり、新たなニーズの取込にも繋がることから、ぜひ取組んで参りたい。



３．経営状況　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○幹事企業

（単位：千円）

	
	直近期

（　年　月　日～　年　月　日）
	前期

（　年　月　日～　年　月　日）

	売上高
	　　　　　　　　　１００，０００
	９０，０００

	経常利益
	１６，０００　　　　　　　　　
	１５，０００

	当期純利益
	５，０００　　　
	３，０００


○連携先法人
（単位：千円）

	
	直近期

（　年　月　日～　年　月　日）
	前期

（　年　月　日～　年　月　日）

	売上高
	　　　　　　　　　５５，０００
	５０，０００

	経常利益
	１０，０００　　　　　　　　　
	６，０００

	当期純利益
	３，０００　　　
	１，５００


※連携先法人が、学校法人・支援機関の場合は入力不要。
４．収支予算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
≪収入の部≫

	項目名
	予算額
	備考

	本基金の助成申請額
	　　　　　　　　　３００，０００円
	

	自己資金
	　　　　　　　　　７００，０００円
	

	他補助金等
	　　　　　　　　　　　　　　　　円
	

	合　　　　計
	　　　 　　　１，０００，０００円
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　
≪支出の部≫

	項目名
	予算額
	備考

	材料費
	　　　　　　　　　６００，０００円
	○○１０ｋｇ購入費

	委託試験費
	　　　　　　　　　４００，０００円
	□○大学へ依頼

	
	　　　　　　　　　　　　　　　　円
	

	合　　　　計
	　　　　　　　１，０００，０００円
	


※別途、本事業に関する見積をご提出下さい。
５．その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【本申込書および記載内容の取り扱いについて】

・　記載内容は、ものづくり基金に限定して共有され、その他の部外者には開示されません。
・　なお、秘密保持義務が課されている個別内容等については記入していただく必要はございません。差し支えのない範囲でご記入下さい。
【補助金について】

・　補助金支払時には、別途、実績報告書及び実費明細等（領収書）をご提出いただき当基金にて精査後に指定口座へお振込みするものとします。
以　　上
様式第2号





●●の参考写真
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